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県立病院ニュース 
 

平成２２年度 第２号  平成２２年９月１７日発行 

 

 「県立病院改革プラン」（平成２１年５月策定）の概要は次のとおりです。 

基本目標 『地域に必要とされる質の高い医療の提供と病院経営の健全化』 

計画内容 「県立病院の在り方」、「行動計画」、「収支計画」の 3 本柱 

計画期間 
改革プラン全体           ：５年間（平成２１～２５年度） 

経営健全化等に向けた行動計画：３年間（平成２１～２３年度） 

 改革プランの実施状況は毎年自己評価を行い、その結果について有識者で構成される「県立病院

事業経営評価委員会」から助言・意見をいただいています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「５つの基本方針」に基づき実践しています。昨年度の主な取組みについてご報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 県立病院改革プランの取組状況について  

親切 信頼 進歩 

【県立病院基本理念】 

Ⅰ 県立病院の在り方について 

Ⅱ 行動計画について 

・透析機器の７台増設（南会津） 
・未利用財産２ヶ所の売却（本局） 
・後発医薬品の導入（会津、宮下等） 
・きめ細かな施設管理（矢吹） 等 

・血液専門外来を標榜（喜多方） 
・チーム医療の実施（会津・大野） 
・接遇研修会等の開催（全病院） 

・県立医大の支援による医師
の確保 
・医療安全研修会の積極的な
実施（全病院） 

・専門的で高度な知識・技能の
習得を支援（全病院） 
・職員提案制度の充実（全病
院） 

・医療機関等と連携強化（全病院） 
・地域のグループホーム等と連携
を強化（矢吹） 
・院内イベントの開催（喜多方、
宮下） 等 

【大野病院】 
・病院の医療機能等について検討 
・「地域内で完結できるような救急
医療」を最重点目標とした「県立大
野病院と双葉厚生病院の統合にか
かる基本計画」を策定 

 

【矢吹病院】 
・保護室の空床を確保 
・「医療観察法に基づく指定入院医療
機関」の整備に向けた調査を実施 

【会津医療センター（仮称）】 
（会津総合・喜多方病院） 
・会津医療センター（仮称）開設準備 

【南会津病院】 
・診療科の新設 
・へき地診療所等
への診療応援 
・時間外の救急の
積極的受入 

【宮下病院】 

・へき地診療所への診療応援 

・訪問診療、訪問看護などの在宅

医療の実施 
・「出前講座」の開催など地域住
民の健康増進への支援 

 評価委員会の意見：地域に必要な医療提供体制を十分に踏まえ、目的を持って医師を確保
し、地域で完結できる医療提供体制の構築に努めていく必要がある。 

良 質 な 医 療
サービスの提
供 

地域との連携
共生 

職員の資質向
上と人材育成 

医療提供体制
の充実強化 

収益確保と費
用削減による
健全な病院経
営 

行動計画における 
５つの基本方針 
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 「行動計画」における、数値目標を掲げた項目について自己評価を行いました。 

 

 
 
 

 

①純損失（＝赤字）について  

 

 

 
 
 

 

②不良債務（＝資金の不足額）について 

 

 

 

 

 

  

評価の基準 
区分 

評価項目 目標値 実績値 

自己評価 

悪  ⇔  良 

良質な医療サービスの提供 患者満足度調査での満足感 ７６％以上 ７７．４％ １ ２ ３ ４ ５ 

経常収支比率 ８６％以上 ８７．３％ １ ２ ３ ４ ５ 
過年度未収金額 ９３百万以下 ８８百万 １ ２ ３ ４ ５ 健全な病院経営 

職員給与比率 ９７％以下 １０６．９％ １ ２ ３ ４ ５ 
常勤医師数 ５７人以上 ５８人 １ ２ ３ ４ ５ 

医療体制の充実強化 
医療安全研修参加率 ８５％以上 ７６．１％ １ ２ ３ ４ ５ 
資格取得者支援 ２０人以上 ３８人 １ ２ ３ ４ ５ 職員の資質向上と人材育

成 職員提案数 １４０件以上 １０５件 １ ２ ３ ４ ５ 
紹介率 １８％以上 １６．７％ １ ２ ３ ４ ５ 

地域との連携・共生 
病床利用率 ５４％以上 ４７．６％ １ ２ ３ ４ ５ 

《鈴木局長からのひとこと》  

鈴木局長 

 県立病院の改革に向けて、各職員は自ら考え、実行する必要があります。 

 改革プランの実践を踏まえ、地域住民の皆様に対し「県立病院は変わった、

よくなった」という姿をお見せしなければなりません。 

 「信頼される、地域に必要とされる病院」となるためには職員一人ひとり

の真摯な取組みが不可欠です。 

発行 病院局病院経営改革課 

      TEL：024-521-7226 FAX：024-521-7924 

目標:平成 25 年度までに赤字解消を目指す 

【２１年度の状況】 

 純損失は 17.3 億円で、改革プランの目標と比
較し 1.3 億円改善しました 
 医師不足により収益が大幅に減少したものの、
国の臨時交付金の活用等によりカバーしました 

目標:平成 23 年度までに資金不足解消を目指す

【２１年度の状況】 

 不良債務額は 7.4 億円で、改革プランの目標
と比較し 6 千万円改善しました 
 今年度以降も収益を確保し、引き続き目標達
成に向け取り組みましょう 

Ⅲ 収支計画について 

 評価委員会の意見：意識改革を行い、一人ひとりが経営に参画している意識を持って積
極的に取組を行い、結果を出す必要がある。 
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 評価委員会委員の意見：数値目標の達成状況だけでなく、「本来求められた成果」が現れ

ているのかを十分に検証する必要がある。 


